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 炉心構成材料に用いられる Zr と Fe は、共晶反応が起きるとシビアアクシデントの早期に溶融すると考

えられている。本研究では、化学的な安定性の高いサファイア、ジルコニアを用いて Zr-Fe 溶融合金試料

を保持し、レーザーフラッシュ法を用いて熱拡散率を測定することで Zr-Fe 溶融合金の熱伝導率を評価し

た。 
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1. 緒言 

炉心構造材料である Zr と Fe は共晶反応により 927 °C で溶融するため、Zr-Fe 溶融物は炉心溶融物の中

でも早期に生成すると考えられている。しかし、溶融 Zr が化学的に活性なために Zr-Fe 溶融合金の物性の

測定は困難であり、物性の報告例は少ない。そこで、本研究では Zr-Fe 溶融合金の熱伝導率を評価するこ

とを目的とした。 

2. 実験 

 Zrと Fe を共晶組成である Zr0.76Fe0.24となるよう秤量し、アーク溶解炉を用いて合金を作製した。得られ

た合金を直径 10 mm, 厚さ 1 mm程度の円筒形に成形し、図 1に示す溶融試料用ホルダーを用いてレーザー

フラッシュ法で熱拡散率を測定した。得られた熱拡散率から熱伝導率を算出した。レーザーフラッシュ法

のホルダーには、化学的に安定であるサファイアとジルコニアを用いた。 

3. 結果・考察 

 図 2 は Zr0.76Fe0.24の熱伝導率を単体の Zr、Fe のものと比較したものである。この結果は、固体の Zr と

Fe が共晶反応によって溶融し Zr-Fe 溶融合金が形成されれば、固体と比べて熱伝導率が低減することを示

唆している。 
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図 1 溶融試料用ホルダー 図 2 溶融 Zr0.76Fe0.24の熱伝導率の温度依存性 
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